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わが国の航空機産業のあり方(その1)

わが国の航空機産業は防衛⇔民間がシナジーを発揮し互いに発展してきた。即ち、防衛と民間はわが国の航空機
産業を牽引する車の両輪である。（図１）
(1) 防衛部門に投入された“先端技術” は、1980年代以降、各社において民間部門を技術的に牽引してきた。（技術波及）
(2) 現在、民間部門においては世界的に競争力のある“低コスト量産体制” が確立されている。（安価、安定供給）

これを活用することで、価格競争力を有する防衛航空機（F-2後継機）の生産及び安定供給が可能である。
(3) さらに、F-2後継機が生み出す先端技術が次世代の民間製品に活きる。（技術波及）

したがって、F-2→Tier1事業（B777/B787）→F-2後継機→次の民間機事業、と繋いでいくことが重要である。(図２)
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図１ 航空機産業における防衛⇔民間シナジーモデル 図２ 航空機産業の推移と展望

出典 :防衛省「我が国の防衛と予算」(S61～H30)
・F-2被災機修復は復興特別会計につき
防衛省公表契約金額を追加

・FMS(対外有償軍事援助)であるF-35Aを除く

戦闘機関連主要装備品予算

F-2後継機
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わが国の航空機産業のあり方(その2)：民間航空機全日本連携体制強化

民間航空機構造Tier1産業生残りのための仕掛け

ﾌｧｲﾅﾝｽ支援ｽｷｰﾑ構築・拡充

IADF基金(含DBJ)制度改革等

NEXI機能のB社活用拡充等
(777/787等機種のｾｰﾙｽ支援)

B社支払条件変更要求への対
応-日本政府支援ｽｷｰﾑ拡充等

世界的競争激化等による
航空機産業の収益率低下

新興国航空機産業の
追上げ/世界的均質化

日本の民間航空機
構造Tier1産業の危機

機体及び機器等の国内民間
航空機部門の連携強化

航空機産業政策上の諸支援強化へ向けた一元監理促進

全日本連携体制強化:日本版エアバス

全日本一元化による国際共同活動の多様化・高度化

経営資源有効活用、雇用確保、産業基盤維持強化

JADC/CAC+装備システム等
⇒新JADC全日本体制
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